聖書と病気3

ベック兄(「集会広場」から転載)

どうして病気があるのか。そのことについて学んで3回目になります。ひとつの答えは、病気は罪の結果であるという考えです。

ローマ人への手紙5:12

12 そういうわけで、ちょうどひとりの人によって罪が世界にはいり、罪によって死がはいり、こうして死が全人類に広がったのと同様に、――それというのも全人類が罪を犯したからです。 

アダムは罪を犯してしまいました。そして病気と死が世界にはいりました。彼はそのとき、私ではなくエバのせいだと言いました。エバも逃げて、いや私ではないヘビによって騙されたと言ったのです。結局、悪魔のせいだ。悪魔によって騙されこのようになった。確かに、それはそうとも言えます。さらに神様が、もし人間を創る前に悪魔を滅ぼしていたらそう言うことにならなかった。だから、こんどは神のせいだと。

悪魔を滅ぼさないで人間を創れば、もちろんそのような結果になることは神様はわかっていました。当然です。神様は、悪魔を滅ぼそうと思えば簡単にできました。けれども、神様はそういうお方ではなかった。悪魔の悪が満ちるまでは、悪魔でさえも滅ぼそうとはされなかった。

出エジプト記15:26

26 そして、仰せられた。「もし、あなたがあなたの神、主の声に確かに聞き従い、主が正しいと見られることを行ない、またその命令に耳を傾け、そのおきてをことごとく守るなら、わたしはエジプトに下したような病気を何一つあなたの上に下さない。わたしは主、あなたをいやす者である。」 

主に頼り、みことばを大切にすると病気になりませんという意味を、当時の当時のイスラエルの民に約束されました。そういう個所を見ると、病気は罪の結果であるという結論は導き出せる。また旧約聖書の中には、いろいろな実例も書き記されている。たとえば、非難した結果らい病にかかった。つぶやきの罪の結果、日々のわずらい、またほかの人の救いを妨げた結果、視力を失った。主のみからだをわきまえない結果、病人が多くなり、死ぬ者もでた。なぜ病気があるのでしょうかという答えに、聖書のこれらの個所は、罪の結果であると語っています。そしてこれは、ひとつの答えです。

第二番目の答えは、病気とは悪魔の働きの結果です。

ヨブ記2:7

7 サタンは主の前から出て行き、ヨブの足の裏から頭の頂まで、悪性の腫物で彼を打った。 

ここでサタンは「ヨブを打った」と書いてあります。ヨブの病気とは、ヨブの罪の結果ではなく、悪魔の攻撃の結果だったと聖書は、はっきりと言っています。当時、一番みこころにかなう人間とはヨブでした。このヨブは健康を失い、10人の子供を失い、富、財産を失いました。でも、すべては悪魔の攻撃の結果だったのです。

もちろん、悪魔は自分勝手なことをすることはできません。主なる神が許さないかぎり。悪魔がヨブから全部奪い取ると、ヨブはあなたを捨てる、もう神に頼ろうとしない。そう悪魔は自信を持って、神の前に行った。神は、悪魔にその通りして良いが、ヨブはわたしを捨てようとはしないと語りました。

確かに、ヨブはすばらしい態度をとりました。「神は与え、神は取られる。神は完全で、神の導きも完全である。わたしは主の御名をほめたたえます。どうしてかわからないが、必ずわかる日が来る。主がわたしを殺しても、わたしは信頼しつづけます。」ヨブは告白しました。

またパウロも病気とは、結局悪魔の攻撃であると経験しなければならなかった。

コリント人への手紙第II、12:7-10

7 また、その啓示があまりにもすばらしいからです。そのために私は、高ぶることのないようにと、肉体に一つのとげを与えられました。それは私が高ぶることのないように、私を打つための、サタンの使いです。 

8 このことについては、これを私から去らせてくださるようにと、三度も主に願いました。 

9 しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わたしの力は、弱さのうちに完全に現われるからである。」と言われたのです。ですから、私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。 

10 ですから、私は、キリストのために、弱さ、侮辱、苦痛、迫害、困難に甘んじています。なぜなら、私が弱いときにこそ、私は強いからです。 

パウロは、はじめショックを受けて大いに悩みました。それから祈るようになりました。自分の病気を通して、主はご栄光を表すと確信するようになったとき、多いに喜ぶことができるようになったのです。なぜ病気があるのでしょう。それは、罪の結果であり、また悪魔の働きの結果です。
第3番目の理由は、非常に大切なことです。それは、神の栄光が現われるためです。だから主なる神は、病気をお与えになるのです。神は、どうして病気を与えられるかというと、人間をしあわせにするためです。まことの神は、人間を罰する神ではありません。人間を罰する神は、人間が作った神です。神の栄光が現われるために神は、人間に病気を与えてくださるのです。
ヨハネの福音書9:1-3

1 またイエスは道の途中で、生まれつきの盲人を見られた。 

2 弟子たちは彼についてイエスに質問して言った。「先生。彼が盲目に生まれついたのは、だれが罪を犯したからですか。この人ですか。その両親ですか。」 

3 イエスは答えられた。「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。神のわざがこの人に現われるためです。 

結局弟子たちにとって、いつも病気は例外なく罪の結果であるということでした。けれども弟子たちは間違っていました。あらゆる時代の人々は不幸があれば、「天罰だ。」、必ず、「人間の過ちの結果である。」と考えたのですけれど、イエス様の答えは、全く違うものでした。イエス様は、はっきり、「この病いは、神さまの栄光が現われるために、どうしても必要だった。」と語りました。神がいかに偉大な方であるかが現されるために、この男は、産まれつき盲目で産まれてきました。

パウロの時代にくだって、マルタ島の住民も病気とは罪の結果であると思い込んでいました。

使徒の働き28:3-6

3 パウロがひとかかえの柴をたばねて火にくべると、熱気のために、一匹のまむしがはい出して来て、彼の手に取りついた。 

4 島の人々は、この生き物がパウロの手から下がっているのを見て、「この人はきっと人殺しだ。海からはのがれたが、正義の女神はこの人を生かしてはおかないのだ。」と互いに話し合った。 

5 しかし、パウロは、その生き物を火の中に振り落として、何の害も受けなかった。 

6 島の人々は、彼が今にも、はれ上がって来るか、または、倒れて急死するだろうと待っていた。しかし、いくら待っても、彼に少しも変わった様子が見えないので、彼らは考えを変えて、「この人は神さまだ。」と言いだした。 

人間はおかしいものです。最初は、「この人は人殺しだ。」と言っていた人達が、次には、「この人は神さまだ。」と言い出した。おそらく10分ちょっとの時間でしょか。急に変わりました。結局、不幸があればそれは人間のわがままの結果であると、当時の人は考えていました。旧約聖書からも見てみましょう。

列王記第II、18:4

4 彼は高き所を取り除き、石の柱を打ちこわし、アシェラ像を切り倒し、モーセの作った青銅の蛇を打ち砕いた。そのころまでイスラエル人は、これに香をたいていたからである。これはネフシュタンと呼ばれていた。 

香をたくとは、おがむことを意味でしています。結局イスラエルの民のやったことは、時代遅れのことをしてしまい、それは罪でした。モーセは、青銅のヘビを見れば助かる、救われると民に語った。たしかに、そうだった。けれども、このモーセの青銅のヘビは、あとでひとつの偶像になってしまいました。これは悲劇的です。

列王記第II、18:5-6

5 彼はイスラエルの神、主に信頼していた。彼のあとにも彼の先にも、ユダの王たちの中で、彼ほどの者はだれもいなかった。 

6 彼は主に堅くすがって離れることなく、主がモーセに命じられた命令を守った。 

ヒゼキヤは妥協せずに主にだけ頼った。断固たる態度をとると、はじめは誤解され異分子にされるかもしれないけれど、それは決して最後ではありません。主は、必ず祝福してくださいます。

列王記第II、20:1

1 そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかかっていた。そこへ、アモツの子、預言者イザヤが来て、彼に言った。「主はこう仰せられます。『あなたの家を整理せよ。あなたは死ぬ。直らない。』」 

この呼びかけは、もちろんわれわれにもあてはまる呼びかけでしょう。いつかわたしたちも召されます。そのために準備すべきです。

列王記第II、20:2-7

2 そこでヒゼキヤは顔を壁に向けて、主に祈って、言った。 

3 「ああ、主よ。どうか思い出してください。私が、まことを尽くし、全き心をもって、あなたの御前に歩み、あなたがよいと見られることを行なってきたことを。」こうして、ヒゼキヤは大声で泣いた。 

4 イザヤがまだ中庭を出ないうちに、次のような主のことばが彼にあった。 

5 「引き返して、わたしの民の君主ヒゼキヤに告げよ。あなたの父ダビデの神、主は、こう仰せられる。『わたしはあなたの祈りを聞いた。あなたの涙も見た。見よ。わたしはあなたをいやす。三日目には、あなたは主の宮に上る。 

6 わたしは、あなたの寿命にもう十五年を加えよう。わたしはアッシリヤの王の手から、あなたとこの町を救い出し、わたしのために、また、わたしのしもべダビデのためにこの町を守る。』」 

7 イザヤが、「干しいちじくをひとかたまり、持って来なさい。」と命じたので、人々はそれを持って来て、腫物に当てた。すると、彼は直った。 

死にかかっていたヒゼキヤは、3日ののちに癒された。彼の病気ももちろん罪の結果ではなかったし、悪魔の攻撃の結果ではなかった。そうすれば残されているのは、やはり主の栄光のためだったのです。ダニエルも病気になりました。

ダニエル書8:27

27 私、ダニエルは、幾日かの間、病気になったままでいた。その後、起きて王の事務をとった。しかし、私はこの幻のことで、驚きすくんでいた。それを悟れなかったのである。 

このダニエルの病気も、もちろん罪の結果でも悪魔の攻撃でもなかった。新約聖書も見てみましょう。

ヨハネの福音書11:1-4

1 さて、ある人が病気にかかっていた。ラザロといって、マリヤとその姉妹マルタとの村の出で、ベタニヤの人であった。 

2 このマリヤは、主に香油を塗り、髪の毛でその足をぬぐったマリヤであって、彼女の兄弟ラザロが病んでいたのである。 

3 そこで姉妹たちは、イエスのところに使いを送って、言った。「主よ。ご覧ください。あなたが愛しておられる者が病気です。」 

4 イエスはこれを聞いて、言われた。「この病気は死で終わるだけのものではなく、神の栄光のためのものです。神の子がそれによって栄光を受けるためです。」 

イエス様は、このラザロと姉妹たちをたいへん愛されていました。彼こそ病気になり、死にました。でも、この病気もラザロの罪の結果でもなかったし、悪魔の攻撃でもありませんでした。この病気は神の栄光のためでした。必ずラザロもマリヤも、前よりもイエス様を愛するようになり、イエス様に頼るようになり、イエス様のために生きたいと思うようになったのです。

ヨハネの福音書11:45

45 そこで、マリヤのところに来ていて、イエスがなさったことを見た多くのユダヤ人が、イエスを信じた。 

ラザロの病気を通して、多くの人々は導かれ救われました。使徒の働きの中にも似ている個所があります。

使徒の働き9:36-42

36 ヨッパにタビタ（ギリシヤ語に訳せば、ドルカス）という女の弟子がいた。この女は、多くの良いわざと施しをしていた。 

37 ところが、そのころ彼女は病気になって死に、人々はその遺体を洗って、屋上の間に置いた。 

38 ルダはヨッパに近かったので、弟子たちは、ペテロがそこにいると聞いて、人をふたり彼のところへ送って、「すぐに来てください。」と頼んだ。 

39 そこでペテロは立って、いっしょに出かけた。ペテロが到着すると、彼らは屋上の間に案内した。やもめたちはみな泣きながら、彼のそばに来て、ドルカスがいっしょにいたころ作ってくれた下着や上着の数々を見せるのであった。 

40 ペテロはみなの者を外に出し、ひざまずいて祈った。そしてその遺体のほうを向いて、「タビタ。起きなさい。」と言った。すると彼女は目をあけ、ペテロを見て起き上がった。 

41 そこで、ペテロは手を貸して彼女を立たせた。そして聖徒たちとやもめたちとを呼んで、生きている彼女を見せた。 

42 このことがヨッパ中に知れ渡り、多くの人々が主を信じた。 

タビダは、どうして病気になったのでしょうか。それはもちろん罪の結果ではなかったのです。彼女は、ただ単に救われた者だけではなかった。弟子でした。イエス様を信じ受け入れただけではなく本当にまごごろをこめて主に従いました。他の悩んでる人たちのためにも昼夜、祈ったり働いたりしました。彼女の生活を見て、多くの人が祝福されるようになりました。だから彼女が死んだとき、多くのやもめたちは、考えられないほど悩んだのです。

けれども、彼女の死を通して、病気を通して、多くの人が主を信じました。すなわち、彼女の病気も主の栄光が現われるためのものだったのです。パウロも決して健康人ではなかった。しかし彼は、自分の病気のために喜ぶようになり、感謝するようになり、主の御名をほめたたえるようになりました。ガラテヤ人への手紙の中で彼は次のように告白しました。

ガラテヤ人への手紙4:13-14

13 ご承知のとおり、私が最初あなたがたに福音を伝えたのは、私の肉体が弱かったためでした。 

14 そして私の肉体には、あなたがたにとって試練となるものがあったのに、あなたがたは軽蔑したり、きらったりしないで、かえって神の御使いのように、またキリスト・イエスご自身であるかのように、私を迎えてくれました。 

ピリピ人への手紙2:26-29

26 彼は、あなたがたすべてを慕い求めており、また、自分の病気のことがあなたがたに伝わったことを気にしているからです。 

27 ほんとうに、彼は死ぬほどの病気にかかりましたが、神は彼をあわれんでくださいました。彼ばかりでなく私をもあわれんで、私にとって悲しみに悲しみが重なることのないようにしてくださいました。 

28 そこで、私は大急ぎで彼を送ります。あなたがたが彼に再び会って喜び、私も心配が少なくなるためです。 

29 ですから、喜びにあふれて、主にあって、彼を迎えてください。また、彼のような人々には尊敬を払いなさい。 

テモテへの手紙第Iでは、次のようにテモテに書きました。

テモテへの手紙第I、5:23

23 これからは水ばかり飲まないで、胃のために、また、たびたび起こる病気のためにも、少量のぶどう酒を用いなさい。 

結局、テモテも健康人ではなかった。たびたび病気になった人であった。胃のためにぶどう酒を用いなさいと書かれています。結局、どうしてテモテが病気になったのかわかりませんけれども、自分の無力さを覚えると主に頼ります。いわゆる自信がない。主が守ってくださらなければ、助けてくださらなければおしまいだとわかるからです。テモテへの手紙第IIをみてみましょう。

テモテへの手紙第II、3:10-12

10 しかし、あなたは、私の教え、行動、計画、信仰、寛容、愛、忍耐に、 

11 またアンテオケ、イコニオム、ルステラで私にふりかかった迫害や苦難にも、よくついて来てくれました。何というひどい迫害に私は耐えて来たことでしょう。しかし、主はいっさいのことから私を救い出してくださいました。 

12 確かに、キリスト・イエスにあって敬虔に生きようと願う者はみな、迫害を受けます。 

ここでアンダーラインするとしたら、12節の「みな」です。大部分とは書いていません。「みな」です。病気になること、いろいろな試練を受けること、おもしろくないことに出会うこと。そのことこそが主の恵みの現われです。普通だったら恵みとして受け取れません。どうしてと思い悩みます。でもそれは、間違いなく恵みなのです。偶然はありません。

ピリピ人への手紙2:20-22

20 テモテのように私と同じ心になって、真実にあなたがたのことを心配している者は、ほかにだれもいないからです。 

21 だれもみな自分自身のことを求めるだけで、キリスト・イエスのことを求めてはいません。 

22 しかし、テモテのりっぱな働きぶりは、あなたがたの知っているところです。子が父に仕えるようにして、彼は私といっしょに福音に奉仕して来ました。 

自分自身のことを求めた人は、病気にならなかったでしょう。元気でしょう。でもほんとの意味で、主のすばらしさを味わい得ないでしょう。自分のことばかり考える人間は不幸で孤独です。ほんとうの喜びを知りません。テモテの病気も、間違いなく主の栄光のためで、主の栄光の現われるために必要な手段でした。もう1箇所読んで終わります。

テモテへの手紙第II、4:20

20 エラストはコリントにとどまり、トロピモは病気のためにミレトに残して来ました。 

パウロの手紙で気がつくことは、パウロだけではなく、いっしょに労する人々もやっぱり弱くて、よく病気になった人々ばっかりだったようです。だからこそ主は、彼らを用いることができたのではないでしょうか。病気になると、自分のみじめさを感じます。主に頼るようになります。主に頼るものは決して失望しません。偉大な恵みを体験するようになります。

なぜ病気があるのでしょう。病気とは罪の結果であるかもしれない、悪魔の働きの結果であるかもしれない、けど、おそらく99％以上は神の栄光が現われるためのものです。どうしてか、なぜでしょうか。結局、人間が主に頼るためです。主に頼ると主は働くことができ、主は栄光を現すことができるからです。

